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関
税
の
国
際
波
及
効
果

は
じ
め
に

池
　
　
間

　
日
米
欧
の
間
で
貿
易
摩
擦
が
頻
発
し
、
自
由
貿
易
か
ら
保
護
（
管
理
）

貿
易
へ
の
後
退
が
危
倶
さ
れ
て
い
る
。
貿
易
摩
擦
の
第
一
の
特
色
は
、
例

え
ぱ
日
米
間
の
摩
擦
が
日
欧
間
の
摩
擦
を
誘
発
す
る
よ
う
に
、
国
際
的
に

波
及
す
る
点
に
あ
る
。
日
本
車
へ
の
米
国
の
輸
入
規
制
が
欧
州
で
の
同
様

な
措
置
を
引
き
起
こ
す
の
が
一
例
で
あ
る
。
貿
易
摩
擦
の
第
二
の
特
色
は
、

日
米
欧
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
事
国
が
世
界
貿
易
に
影
響
を
及
ぼ
す
大

国
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
三
の
特
色
は
、
自
動
車
、
鉄
鋼
等
の
よ

う
に
特
定
の
産
業
レ
ベ
ル
で
発
生
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
本
稿
の
課
題
は
、
第
三
の
特
色
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
部
分
均
衡
分
析

の
手
法
を
用
い
、
第
二
の
特
色
を
考
慮
し
て
大
国
を
仮
定
し
、
第
一
の
特

色
で
あ
る
国
際
波
及
の
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
。
現
実
的
視
点
か

ら
す
れ
ぱ
、
本
稿
は
「
貿
易
摩
擦
の
経
済
学
」
で
あ
る
が
、
理
論
的
視
点

か
ら
す
る
と
、
「
貿
易
制
限
の
国
際
波
及
効
果
の
分
析
」
で
あ
る
。
貿
易

制
隈
の
代
表
的
で
伝
統
的
な
手
段
が
関
税
で
あ
り
、
本
稿
も
関
税
を
中
心

に
展
開
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
従
来
の
関
税
理
論
を
三
国
以
上
に
拡

張
し
一
般
化
す
る
目
的
を
担
っ
て
い
る
。

　
第
一
節
で
は
、
従
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
し
て
新
し
い
ア
プ
回
ー
チ
が

提
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
関
税
に
よ
る
輸
入
供
給
曲
線
の
シ
フ
ト
で
は

な
く
、
輸
入
需
要
曲
線
の
シ
フ
ト
に
注
胃
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
示
す
る
。

第
二
節
で
は
、
輸
出
国
は
一
力
国
だ
が
、
輸
入
国
は
二
力
国
で
あ
り
、
そ

の
中
の
一
国
が
関
税
を
課
し
た
と
き
に
は
、
他
の
輸
入
国
で
の
国
内
生
産

が
縮
小
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
第
三
節
で
は
、
自
由
貿
易
下
で
は
輸
出

国
で
あ
っ
た
国
が
、
関
税
の
導
入
の
結
果
、
輸
入
国
に
転
落
す
る
可
能
性

の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

一
　
復
習
と
予
習
－
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
ま
ず
、
通
常
の
二
国
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
の
復
習
か
ら
始
め
よ
う
。
日
本

と
米
国
を
仮
定
し
、
例
え
ぱ
日
本
が
米
国
に
自
動
車
を
輸
出
し
て
い
る
も

の
と
す
る
。
図
1
を
見
よ
う
。
直
線
F
8
は
日
本
の
対
米
輸
出
供
給
曲
線

で
あ
り
、
直
線
D
〃
は
米
国
の
対
日
輸
入
需
要
曲
線
で
あ
る
。
自
由
貿
易

の
下
で
は
、
両
直
線
の
交
点
で
均
衡
が
達
成
さ
れ
、
日
本
の
輸
出
量
“
米

国
の
輸
入
量
は
0
■
で
、
個
格
は
0
P
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
貿
易
か
ら

日
本
は
三
角
形
F
p
亙
の
利
益
を
獲
得
し
、
米
国
は
三
角
形
刀
p
亙
の
利

益
を
獲
得
し
、
日
米
両
国
の
利
益
は
合
計
で
三
角
形
F
D
刃
と
な
る
。

　
さ
て
、
米
国
が
自
動
車
の
輸
入
に
対
し
て
関
税
を
課
し
た
と
し
よ
う
。

通
常
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
関
税
率
を
F
F

／
0
F
と
す
る
と
、
日
本
の
対
米
輸
出
供
給
曲
線
は
、
自
由
貿
易
下
の
直
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図1関税の効果一二つのアプローチ
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線
F
8
か
ら
関
税
下
の
直
線
〃
α
に
シ
フ
ト
す
る
。
関
税
下
の
貿
易
均
衡

は
、
直
線
”
ぷ
と
直
線
刀
〃
の
交
点
8
で
決
ま
り
、
日
本
の
輸
出
量
n
米

国
の
輸
入
量
は
0
〃
と
な
り
、
米
国
市
場
で
の
国
内
価
格
は
0
戸
、
日
本

の
輸
出
価
格
は
0
P
と
な
る
。

　
自
由
貿
易
下
と
関
税
下
の
状
況
を
比
べ
る
と
、
次
の
諸
点
は
明
ら
か
で

あ
る
。
①
貿
易
量
（
日
本
の
輸
出
量
す
な
わ
ち
米
国
の
輸
入
量
）
は
、
自

由
貿
易
下
の
0
λ
量
か
ら
関
税
下
の
0
〃
に
減
少
す
る
（
貿
易
ま
た
は
輸

入
削
滅
効
果
）
。
②
米
国
で
の
国
内
市
場
価
格
は
、
自
由
貿
易
下
の
0
P

か
ら
関
税
下
の
0
戸
に
騰
貴
す
る
。
こ
の
こ
と
は
米
国
に
お
け
る
自
動
車

需
要
の
滅
少
（
需
要
削
減
効
果
）
と
自
動
車
生
産
の
拡
大
（
生
産
拡
大
効

果
ま
た
は
保
護
効
果
）
を
も
た
ら
す
。
③
日
本
の
輸
出
供
給
価
椿
は
、
自

由
貿
易
下
の
0
P
か
ら
関
税
下
の
0
P
に
下
落
す
る
（
交
易
条
件
効
果
）
。

④
関
税
賦
課
国
の
米
国
は
四
辺
形
〃
戸
3
9
の
関
税
収
入
を
得
る
（
関
税

収
入
効
果
）
。
な
お
輸
出
国
た
る
日
本
に
お
い
て
は
、
自
動
車
の
国
内
生

産
は
減
少
し
、
国
内
需
要
は
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
で
は
、
米
国
の
関
税
導
入
に
よ
っ
て
、
日
本
と
米
国
の
貿
易
利
益
は
ど

の
よ
う
に
変
化
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
の
貿
易
利
益
は
、
自
由
貿
易
下

の
三
角
形
F
D
．
E
か
ら
関
税
下
の
三
角
形
F
P
9
に
減
少
す
る
。
他
方
、

米
国
の
貿
易
利
益
は
、
自
由
貿
易
下
の
三
角
形
刀
p
亙
か
ら
関
税
下
の
四

辺
形
η
〃
9
ε
（
三
角
形
刀
p
6
プ
ラ
ス
関
税
収
入
の
四
辺
形
戸
戸
8

　
9
）
に
変
化
す
る
。
し
た
が
っ
て
米
国
が
関
税
の
導
入
に
よ
っ
て
貿
易
利

益
を
増
加
せ
し
め
る
か
否
か
は
、
四
辺
形
p
p
∫
σ
と
三
角
形
8
∫
万
の

．
大
小
関
依
に
依
存
す
る
。
た
だ
し
、
日
米
両
国
の
全
体
の
貿
易
利
益
は
、

自
由
貿
易
に
比
ぺ
て
、
関
税
下
で
は
三
角
形
σ
ε
刃
だ
け
必
ら
ず
減
少
す

　
る
。

　
以
上
は
、
周
知
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
周
知
の
結
論
の
再
確
認
で
あ
り

復
習
で
あ
る
。
金
く
同
じ
結
諭
は
、
関
税
下
の
供
給
曲
線
で
は
な
く
、
関

税
下
の
輸
入
需
要
曲
線
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
導
出
で
き
る
。
関
税

下
の
輸
入
需
要
曲
線
は
、
自
由
貿
易
下
の
輸
入
需
要
曲
線
D
〃
を
、
関
税

率
だ
け
下
方
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
。
図
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
直
線
∬
〃
が
関
税
下
の
輸
入
需
要
曲
線
で
あ
り
、
関
税

率
は
刀
〃
■
o
〃
で
あ
り
、
こ
れ
は
F
F
／
0
F
に
等
し
い
。
関
税
後
の

貿
尻
均
衡
は
、
自
由
貿
易
下
の
輸
出
供
給
曲
線
F
8
と
関
税
下
の
輸
入
需
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要
曲
線
∬
〃
の
交
点
9
で
決
ま
る
。
そ
う
す
る
と
輸
出
供
給
価
格
が
0
戸

と
な
り
、
米
国
内
価
楕
は
0
戸
と
な
る
。
縞
果
は
、
当
然
な
が
ら
、
前
述

の
こ
と
と
金
く
同
じ
で
あ
る
。

　
な
お
、
関
税
下
の
供
給
曲
線
ア
ぷ
を
経
由
し
て
、
関
税
下
の
輸
入
需
要

曲
線
〃
〃
を
求
め
る
に
は
、
次
の
よ
う
に
す
れ
ぱ
よ
い
。
点
刀
を
通
る
水

平
線
と
直
線
ア
y
の
交
点
を
α
と
し
よ
う
、
点
α
を
通
る
垂
直
線
と
直
線

ア
8
の
交
点
を
あ
と
し
、
点
b
か
ら
水
平
線
を
引
き
、
そ
れ
と
縦
軸
の
交

点
を
〃
と
し
よ
う
。
直
線
万
8
と
直
線
”
ぷ
の
関
係
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

刀
〃
／
0
η
は
関
税
率
で
あ
り
、
0
〃
が
輸
出
供
給
個
格
で
、
0
η
が
国

内
価
格
で
あ
る
。
国
内
価
格
が
0
D
の
と
き
、
し
た
が
っ
て
輸
出
価
椿
が

0
〃
の
と
き
に
は
、
米
国
は
自
給
自
足
と
な
り
、
輸
入
需
要
量
は
ゼ
回
で

あ
る
。
他
方
、
国
内
価
格
が
0
F
、
し
た
が
っ
て
輸
出
供
給
価
格
が
0
ア

の
と
き
に
は
、
輸
入
需
要
最
は
ア
、
α
u
ア
ぴ
で
あ
る
。
点
〃
と
点
ぴ
を
緒

ん
だ
直
線
〃
〃
が
関
税
下
の
輸
入
需
要
曲
線
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
輸
出
供
給
曲
線
を
シ
フ
ト
さ
せ
る
と
い
う

従
来
の
手
法
を
用
い
て
も
、
ま
た
輸
入
需
要
曲
線
を
シ
フ
ト
さ
せ
る
と
い

う
ア
プ
回
ー
チ
に
ょ
っ
て
も
、
同
じ
結
果
に
到
達
で
き
る
。
し
か
し
、
こ

の
結
論
は
、
図
示
さ
れ
た
よ
う
な
二
国
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
一
般
的
に
妥

当
す
る
が
、
三
国
以
上
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
必
ら
ず
し
も
妥
当
し
な
い
。

二
国
ケ
ー
ス
に
お
い
て
さ
え
、
両
ア
ブ
回
ー
チ
の
優
劣
が
明
ら
と
な
る
場

合
が
あ
る
。
例
え
ぱ
、
輸
入
需
要
曲
線
が
水
平
で
、
輸
出
供
給
曲
線
が
通

常
の
右
上
り
の
場
合
に
は
、
従
来
の
供
給
曲
線
シ
フ
ト
・
ア
プ
回
ー
チ
が

優
れ
て
い
る
。
他
方
、
輸
入
需
要
曲
線
が
通
常
の
右
下
り
で
、
供
給
曲
線

が
垂
直
な
場
合
に
は
、
輸
入
需
要
曲
線
シ
フ
ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
優
れ
て

い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
ど
の
手
法
を
用
い
る
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
比
較

優
位
に
応
じ
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
下
で
示
す
よ
う
に
、

本
節
で
提
示
し
た
ア
ブ
ロ
ー
チ
の
適
用
範
囲
は
広
い
。

　
以
上
で
は
関
税
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
説
明
し
た
が
、
日
本
が
輸
出
自
圭

規
制
を
行
な
っ
た
場
合
に
は
、
関
税
収
入
相
当
分
が
輸
出
国
の
日
本
に
帰

属
す
る
点
を
除
く
と
、
結
果
は
金
く
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

ケ
ー
ス
で
は
、
輸
入
国
た
る
米
国
は
、
図
1
で
言
え
ぱ
、
四
辺
形
戸
8
亙

p
の
損
失
を
こ
う
む
る
が
、
輸
出
国
で
あ
る
日
本
が
損
失
を
こ
う
む
る
か

否
か
は
、
三
角
形
9
∫
刀
が
四
辺
形
p
p
8
∫
よ
り
大
き
い
か
ど
う
か
に

依
存
す
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
す
れ
ぱ
、
関
税
の
効
果
を
輸
出
自
主
規

制
の
効
果
に
読
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
以
下
に
お
い
て

は
、
関
税
の
み
に
分
析
を
集
中
す
る
。
し
か
し
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
点
は
、

関
税
の
場
合
と
輸
出
自
主
規
制
に
お
い
て
は
、
前
者
が
関
税
賦
課
国
の
責

任
で
あ
り
、
後
者
が
輸
出
国
の
責
任
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。

一
一
関
税
の
効
果

三
国
ケ
ー
ス

　
前
節
で
の
復
習
と
予
習
を
踏
え
て
、
わ
れ
わ
れ
の
分
析
を
展
開
し
よ
う
。

本
節
で
は
三
国
ケ
i
ス
を
考
察
す
る
。
い
ま
、
白
動
車
の
輸
出
供
給
国
は

日
本
の
み
で
あ
り
、
米
国
と
欧
州
の
二
力
国
が
自
動
車
の
輸
入
需
要
国
だ

と
し
よ
う
。
さ
ら
に
、
簡
単
化
の
た
め
に
、
米
国
と
欧
州
の
輸
入
需
要
曲

線
は
金
く
同
じ
だ
と
す
る
。

　
図
2
に
お
い
て
、
直
線
ア
8
は
自
由
貿
易
下
の
日
本
の
輸
出
供
給
曲
線

で
あ
り
、
直
線
刀
〃
は
米
国
そ
し
て
ま
た
欧
州
の
自
由
貿
易
下
の
輸
入
需

要
曲
線
を
表
わ
す
。
欧
米
合
計
の
輸
入
需
要
曲
線
は
、
直
線
刀
伽
と
な
る
。
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図2　関税の効果一三国ケース
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F
　
　
　
0

か
く
し
て
、
自
由
貿
易
下
の
均
衡
は
、
日
本
の
輸
出
供
給
曲
線
F
8
と
欧

米
の
輸
入
需
要
曲
線
D
伽
の
交
点
刀
で
決
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
0
P

あ
価
格
で
、
日
本
は
0
λ
量
を
輸
出
す
る
が
、
．
そ
の
う
ち
米
国
と
欧
州
は

そ
れ
ぞ
れ
0
3
量
ず
つ
輸
入
す
る
（
も
ち
ろ
ん
0
3
”
3
五
）
。

　
さ
て
、
理
由
は
と
も
あ
れ
、
米
国
が
日
本
か
ら
の
自
動
車
輸
入
に
対
し

て
関
税
を
課
し
た
と
し
よ
う
。
欧
州
は
依
然
と
し
て
自
由
貿
易
体
制
を
維

持
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
に
あ
っ
て
は
、
日
本
の
輸
出
供
給
曲

線
を
シ
フ
ト
さ
せ
、
そ
れ
と
輸
入
需
要
曲
線
D
伽
の
交
点
と
し
て
貿
易
均

衡
を
決
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
日
本
の
供
給
曲
線
が
シ
フ
ト
す
る

の
は
、
米
国
だ
け
で
な
く
欧
州
も
共
に
関
税
を
賦
課
し
た
場
合
だ
か
ら
で

あ
る
。
仮
定
に
よ
り
、
米
国
の
み
が
関
税
を
賦
課
し
て
い
る
か
ら
、
供
給

曲
線
シ
フ
ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
使
用
で
き
な
い
。

　
米
国
の
関
税
に
よ
っ
て
直
接
変
化
す
る
の
は
、
米
国
の
輸
入
需
要
曲
線

で
あ
る
。
い
ま
、
米
国
の
関
税
率
を
刀
〃
／
0
D
と
し
よ
う
。
そ
う
す
れ

ぱ
、
関
税
下
の
米
国
の
輸
入
需
要
曲
線
は
、
前
節
で
説
明
し
た
よ
う
に
、

直
線
刀
〃
か
ら
直
線
〃
〃
に
シ
フ
ト
す
る
。
そ
れ
に
対
応
し
て
、
米
国
関

税
下
の
欧
米
合
計
の
輸
入
需
要
曲
線
は
折
線
刀
d
伽
λ
な
る
（
直
線
∬
〃

プ
ラ
ス
直
線
刀
〃
）
。
関
税
下
の
輸
入
需
要
曲
線
刀
d
伽
は
、
輸
出
供
給

曲
線
F
8
と
点
亙
で
交
わ
る
。

　
自
由
貿
易
下
と
米
国
関
税
下
の
状
態
を
比
較
し
よ
う
。
ω
関
税
導
入
国

の
米
国
。
輸
入
量
は
0
万
か
ら
0
〃
に
減
少
し
、
国
内
価
格
は
0
P
か
ら

0
P
に
上
昇
し
、
四
辺
形
P
P
〆
9
の
関
税
収
入
を
得
る
。
関
税
の
緒
果
、

米
国
が
利
益
を
得
る
か
ど
う
か
は
、
四
辺
形
p
p
∫
σ
が
三
角
形
∫
〆
‘

よ
り
大
き
い
か
ど
う
か
に
依
存
す
る
。
国
内
価
椿
上
昇
の
結
果
、
米
国
の

自
助
車
生
産
は
拡
大
す
る
。
ω
自
由
貿
易
を
継
続
し
て
い
る
欧
州
。
米
国

関
税
の
た
め
に
輸
出
供
給
価
楕
1
1
欧
州
国
内
価
楕
は
0
P
か
ら
0
P
に
下

落
し
、
輸
入
量
は
0
万
か
ら
0
且
に
増
加
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
欧
州
に

お
け
る
白
動
車
生
産
の
縮
小
を
意
味
す
る
。
貿
易
利
益
は
四
辺
形
戸
p
召

〆
だ
け
増
加
す
る
。
㈹
輸
出
国
日
本
。
米
国
へ
の
輸
出
は
0
亙
に
減
少
し
、

欧
州
へ
の
輸
出
は
0
〃
に
増
加
す
る
が
、
合
計
の
輸
出
は
0
〃
に
減
少
す

る
。
日
本
の
貿
易
利
益
は
、
四
辺
形
戸
p
E
亙
減
少
す
る
。
ω
米
国
の
関

税
に
よ
っ
て
日
米
欧
金
体
と
し
て
は
三
角
形
∫
、
6
θ
プ
ラ
ス
三
角
形
色
危

〆
プ
ラ
ス
三
角
形
亙
．
丑
〃
の
損
失
を
こ
う
む
る
。
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以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
米
国
の
関
税
導
入
は
、
世
界
市
場
価
格

を
引
下
げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
欧
州
の
輸
入
を
拡
大
せ
し
め
る
。
婁
言
す
れ

ぱ
、
米
国
の
関
税
で
米
国
市
場
か
ら
締
め
出
さ
れ
た
日
本
の
輸
出
者
は
、

欧
州
向
け
輸
出
を
拡
大
す
る
よ
う
に
な
る
。
米
国
の
関
税
は
欧
州
に
利
益

を
も
た
ら
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
利
益
は
消
費
者
の
利
益
で
あ
っ
て
、
欧
州

の
自
動
箪
生
産
者
は
損
失
を
こ
う
む
る
。
消
費
者
の
声
は
小
さ
く
、
生
産

者
・
労
働
者
の
声
は
大
き
く
、
欧
州
に
お
い
て
自
動
車
輸
入
制
隈
へ
の
醐

き
が
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
。
米
国
で
の
関
税
保
護
が
、
大
西
洋
を
越
え
て
、

欧
州
に
飛
ぴ
火
す
る
。
保
護
主
義
は
国
際
的
に
波
及
す
る
の
で
あ
る
。

図3関税の貿易逆転効果
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要
す
る
に
、
日
本
車
に
対
す
る
米
国
の
輸
入
制
限
が
、
米
国
で
の
自
馳

車
生
産
の
拡
大
・
雇
用
の
増
加
を
も
た
ら
し
た
と
し
て
も
、
他
方
に
お
い

て
、
欧
州
で
は
日
本
車
の
輸
入
が
増
加
し
、
自
動
車
生
産
が
縮
小
し
、
雇

用
が
減
少
す
る
。
日
米
間
の
貿
易
摩
擦
の
解
決
は
、
日
欧
間
の
貿
易
摩
擦

の
火
種
と
な
り
、
早
晩
、
欧
州
に
お
い
て
も
日
本
車
の
輸
入
を
制
隈
す
る

よ
う
な
動
き
が
で
る
で
あ
ろ
う
。
貿
易
摩
擦
は
日
米
ラ
ウ
ン
ド
で
終
ら
ず
、

日
欧
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
行
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
可
能
性
は
、

次
節
で
述
べ
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
一
層
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。

一
一
一
関
税
の
貿
易
逆
転
効
果

　
今
度
は
、
輸
出
供
給
条
件
の
異
な
る
二
国
（
日
本
と
西
独
）
が
同
一
の

市
場
（
米
国
）
に
輸
出
し
て
い
る
場
合
を
考
察
し
よ
う
。
こ
の
ケ
ー
ス
で

の
輸
出
品
は
、
前
節
と
同
様
に
自
動
箪
で
も
よ
い
が
、
こ
こ
で
は
鉄
鋼
と

仮
定
し
よ
う
。
対
米
鉄
鋼
輸
出
曲
線
は
、
図
3
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
日

本
に
つ
い
て
は
直
線
F
＆
、
西
独
に
つ
い
て
は
直
線
〃
＆
で
あ
る
と
す
る
。

図
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
西
独
に
比
ぺ
日
本
の
輸
出
供
給
曲
線
は
下
方
に

あ
り
、
競
争
カ
が
強
い
こ
と
を
仮
定
し
て
い
る
。
日
独
含
計
の
輸
出
供
給

曲
線
は
折
線
F
∫
～
で
あ
る
。
米
国
の
輸
入
需
要
勘
線
は
直
線
D
也
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
自
由
貿
易
の
状
況
に
あ
っ
て
は
、
価
格
は
0
P
で
、
日

本
の
輸
出
量
は
P
b
と
な
り
、
西
独
の
輸
出
量
は
P
ぴ
1
1
あ
亙
と
な
り
、

米
国
の
輸
入
量
は
P
刀
1
1
0
λ
と
な
る
。

　
そ
こ
で
米
国
が
鉄
鋼
に
対
し
て
刀
〃
／
0
〃
の
率
で
関
税
を
賦
課
し
た

と
し
よ
う
。
そ
の
結
果
、
関
税
下
の
米
国
の
輸
入
需
要
曲
線
は
直
線
〃
μ

に
シ
フ
ト
す
る
。
こ
の
直
線
〃
〃
は
輸
出
供
給
曲
線
F
8
～
と
q
点
で
交
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わ
る
。
し
か
し
、
9
点
で
均
衡
が
達
成
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な

ら
世
界
市
場
価
格
が
q
点
で
決
ま
る
な
ら
ぱ
、
そ
れ
は
西
独
の
自
給
自
足

下
の
価
格
0
〃
よ
り
も
低
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
西
独
は
鉄
鋼
を
輸
出
す
る
代

り
に
輸
入
す
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
実
際
、
価
椿
が
0
ダ
以
下
の
と
き
に
は
、
西
独
の
鉄
鋼
輸
入
需
要
曲
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

は
、
例
え
ぱ
、
直
線
”
〃
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
米

国
関
税
下
の
米
独
合
計
の
輸
入
需
要
曲
線
は
、
折
線
”
d
伽
と
な
る
。
関

税
下
の
均
衡
は
〃
点
で
到
達
さ
れ
、
日
本
が
唯
一
の
鉄
鋼
輸
出
国
と
な
り
、

対
米
輸
出
量
は
0
且
で
あ
り
、
対
独
輸
出
量
は
0
〃
で
あ
り
、
ま
た
世
界

市
場
価
楕
1
1
西
独
内
価
格
は
0
P
で
、
米
国
内
価
楕
は
0
戸
で
あ
る
。
西

独
が
輸
入
国
に
転
落
し
た
と
は
い
え
、
す
な
わ
ち
日
本
が
米
独
の
両
国
に

輸
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
自
由
貿
易
下
よ
り
も
日
本
の
輸
出

量
（
輸
出
額
）
は
減
少
す
る
。

　
米
国
の
関
税
導
入
は
各
国
の
貿
易
利
益
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
で
あ
ろ
う
か
。
…
…
関
税
設
定
国
の
米
国
。
自
由
貿
易
下
よ
り
も
貿
易
利

益
は
三
角
形
∫
、
‘
万
減
少
す
る
け
れ
ど
も
、
四
辺
形
戸
p
〆
σ
の
関
税
収

入
が
あ
る
か
ら
、
関
税
導
入
に
よ
っ
て
利
益
を
獲
得
す
る
か
否
か
は
、
四

辺
形
戸
p
∫
9
が
三
角
形
∫
、
・
刀
よ
り
大
き
い
か
否
か
に
依
存
す
る
。
ω

輸
出
国
日
本
。
貿
易
利
益
は
自
由
貿
易
下
の
三
角
形
F
p
あ
か
ら
三
角
形

F
戸
〃
へ
と
四
辺
形
戸
D
・
・
O
亙
減
少
す
る
。
㈹
輸
出
国
か
ら
輸
入
国
に
転

落
し
た
西
独
。
自
由
貿
易
の
下
で
は
三
角
形
”
p
ぴ
の
利
益
を
獲
得
し
て

い
た
が
、
米
国
関
税
の
下
で
は
三
角
形
炉
戸
〆
の
利
益
を
得
る
か
ら
、
利

溢
が
増
大
す
る
か
否
か
は
一
概
に
は
断
定
で
き
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
西
独
の
立
場
は
深
刻
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、

自
由
貿
易
下
で
は
輸
出
国
と
し
て
輸
出
額
P
ぴ
x
O
P
を
獲
得
し
て
い
た

の
が
、
米
国
が
関
税
を
導
入
し
た
結
果
、
四
辺
形
0
戸
〃
6
〃
を
日
本
に
支

払
ら
わ
ね
ぱ
な
ら
な
㌧
西
独
の
貿
易
収
支
は
確
実
に
悪
化
す
る
。
第
二

に
、
自
由
貿
易
下
で
の
貿
易
利
益
の
三
角
形
”
ア
ぴ
は
完
全
に
生
産
者
に

帰
属
す
る
が
、
米
国
関
税
下
の
貿
易
利
益
の
三
角
形
”
戸
〆
は
逆
に
消
費

者
に
帰
属
す
る
。
利
益
の
帰
属
主
体
そ
の
も
の
が
逆
転
す
る
わ
け
で
あ

る
o　
輸
出
産
業
が
輸
入
産
業
に
転
落
し
、
貿
易
収
支
は
悪
化
し
、
生
産
者
の

利
益
は
減
少
す
る
よ
う
な
状
況
に
直
面
す
る
西
独
は
、
鉄
鋼
貿
易
に
対
し

て
何
ら
か
の
描
置
を
採
る
で
あ
ろ
う
。
以
前
は
輸
出
し
て
い
た
鉄
鋼
が
、

今
や
日
本
か
ら
輸
入
す
る
状
況
に
あ
る
か
ら
、
西
独
に
と
っ
て
は
日
本
の

輸
出
が
全
て
の
元
凶
と
思
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
分
析

が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
も
ち
ろ
ん
、
根
本
的
な
原
因
は
、
自
由
貿
易
か

ら
保
謹
貿
易
に
後
退
し
た
米
国
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
と
も

あ
れ
、
米
国
の
関
税
賦
課
の
結
果
、
西
独
は
輸
出
国
か
ら
輸
入
国
に
変
化

し
、
特
に
鉄
鋼
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
基
幹
産
業
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う

な
転
換
を
阻
止
す
る
よ
う
な
政
策
が
導
入
さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま
る
で
あ

ろ
う
。

お
わ
り
に

　
本
稿
に
お
い
て
は
三
国
ケ
ー
ス
に
お
け
る
関
税
の
効
果
を
分
析
し
た
。

輸
入
需
要
曲
線
の
シ
フ
ト
に
注
目
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
あ
る
特

定
国
の
関
税
導
入
が
、
他
の
諸
国
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぽ
す
か
と
い
う

国
際
波
及
効
果
は
明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
保
謹
主
義
は
国
際
的
に
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波
及
す
る
の
で
あ
る
。
米
国
の
輸
入
制
隈
は
、
早
晩
、
欧
州
に
お
け
る
輸

入
制
限
を
誘
発
す
る
。
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
大
国
で
あ
る
米
国
の
輸
入

制
限
に
よ
っ
て
、
世
界
市
場
で
の
価
格
が
下
落
す
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
大
西
洋
を
越
え
て
保
護
主
義
を
米
国
か
ら
欧
州
へ
飛
び
火
さ
せ
る

の
は
、
関
税
の
交
易
条
件
効
果
と
い
う
強
風
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
本
稿
で
は
関
税
の
み
に
注
目
し
て
き
た
が
、
以
上
の
分
析
で
特
定
国

（
米
国
）
の
輸
入
需
要
曲
線
を
下
方
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
よ
う
な
要
因
は
・

全
く
同
様
な
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
は
直
ち
に
理
解
で
き
よ
う
。
例
え
ぱ
、

米
国
に
お
け
る
需
要
減
退
は
、
や
は
り
、
米
国
の
輸
入
需
要
曲
線
の
左
下

方
へ
の
シ
フ
ト
を
意
味
す
る
か
ら
、
本
稿
の
分
析
は
そ
の
ま
ま
適
用
で
き

る
。
大
国
の
不
況
は
保
護
主
義
へ
傾
斜
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
も
あ
れ
、
本
稿
で
展
開
し
た
手
法
に
よ
っ
て
関
税
の
国
際
波
及
効
果
、

そ
し
て
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
明
確
に
さ
れ
た
と
信
ず
る
。
同
時
に
、
日
米

間
の
貿
易
摩
擦
が
日
欧
間
の
貿
易
摩
擦
に
飛
ぴ
火
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
と
思
う
。
も
っ
と
も
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
は
政
策
提
案
に
と
っ
て

必
要
で
あ
る
が
、
十
分
で
は
な
い
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
教
授
）
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